
一　

は
じ
め
に

　

国
語
科
の
授
業
を
構
想
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
教
師
に
は
、
言
語
技
能

や
専
門
研
究
の
知
見
を
学
習
内
容
と
し
て
再
構
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
の
基
盤
に
あ
る
身
体
性
や
思
考
様
式
を
学
習
者
に
習
得
さ
せ
る
よ
う
に

学
習
内
容
を
構
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
熟
達
し
た
教
師
と
は
、
学

習
を
通
し
て
、
新
た
な
発
見
を
と
も
な
う
技
能
習
得
や
思
考
の
変
容
に
学

習
者
を
誘
う
こ
と
が
で
き
る
教
師
で
あ
る
と
我
々
は
考
え
て
い
る
。

　

鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
言
語
系
コ
ー
ス
（
国
語
）
で
は
、
院
生
個
々
の

教
科
内
容
観
を
省
察
し
、
発
見
を
導
く
思
考
の
あ
り
方
を
国
語
科
の
学
習

内
容
と
し
て
と
ら
え
直
す
た
め
の
科
目
と
し
て
、平
成
二
八
年
度
か
ら「
教

科
内
容
構
成
（
国
語
科
）」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
科
目
で
は
、
次
の

よ
う
な
目
的
と
到
達
目
標
を
定
め
て
い
る
。

〔
授
業
の
目
的
〕

　

本
授
業
は
、
国
語
科
授
業
作
り
の
基
本
的
考
え
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

教
材
研
究
の
た
め
の
知
識
と
基
礎
的
方
法
、
及
び
そ
れ
を
用
い
て
教
材
を

分
析
し
、
授
業
を
構
想
す
る
力
の
習
得
を
目
標
と
す
る
。
特
に
、
読
む
こ

と
の
領
域
に
関
わ
る
教
科
内
容
（
近
代
文
学
・
説
明
的
文
章
・
古
典
文
学
）

と
言
語
事
項
に
関
す
る
諸
分
野
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
教
材
を
検
討
し
な

が
ら
、
授
業
構
想
に
つ
な
が
る
学
習
内
容
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
ま
た
、国
語
科
の
教
科
内
容
と
し
て
の
身
体
的
技
能
（
姿
勢
・

呼
吸
・
発
声
）
の
基
礎
に
関
わ
る
知
見
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
履
修
生
自
身

の
技
能
面
で
の
習
得
を
図
る
。

〔
授
業
の
到
達
目
標
〕

①　

国
語
科
の
授
業
を
構
想
す
る
た
め
の
基
本
的
考
え
方
を
理
解
し
、
説

明
で
き
る
。

②　

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
教
材
を
分
析
す
る
た
め
の
基
本
的
考
え
方
を
理

解
し
、
そ
れ
を
用
い
た
教
材
分
析
が
で
き
る
。

③　

教
材
分
析
に
基
づ
い
て
、
こ
と
ば
の
学
び
を
促
す
授
業
を
構
想
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
「
教
科
内
容
構
成
（
国
語
科
）」
で
は
、
実
際
に
教
材
分
析
や
身
体
的
技

能
の
演
習
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、
学
習
者
に
培
い
た
い
思
考
や
技
能
を

受
講
者
自
身
が
経
験
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
学
習
内
容
に
変
換
す
る

力
の
習
得
を
目
指
し
て
い
る
。
各
授
業
は
、
本
コ
ー
ス
の
専
任
教
員
全
員

教
科
専
門
と
教
科
内
容
の
架
橋
を
図
る
国
語
科
教
師
教
育
の
実
際

―
―
「
教
科
内
容
構
成
（
国
語
科
）」
を
通
し
て
―
―

幾
田　

伸
司
・
村
井
万
里
子
・
田
中　

大
輝
・
黒
田
俊
太
郎

小
島　

明
子
・
原　
　

卓
志
・
余
郷　

裕
次
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が
分
担
し
て
実
施
し
た
。
各
研
究
領
域
の
思
考
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
学

習
内
容
と
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
教
科
専
門
の
教
員
の
知
見
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
教
科
教
育
の
立
場
か
ら
教
科
の

構
造
、
学
習
者
の
身
体
性
、
批
判
的
思
考
な
ど
を
教
科
内
容
と
し
て
捉
え

直
す
視
座
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
前
記
の
目
的
で
実
施
し
た
「
教
科
内
容
構
成
（
国
語
科
）」

の
実
際
を
報
告
す
る
。
授
業
で
は
、
本
コ
ー
ス
で
作
成
し
た
『
教
科
内
容

学
に
基
づ
く
小
学
校
教
科
専
門
科
目
テ
キ
ス
ト　

国
語
』（
以
下
、
テ
キ

ス
ト
と
略
記
す
る
）
を
使
用
し
、
各
回
の
内
容
に
合
わ
せ
て
適
宜
参
照
す

る
よ
う
に
し
た
。
専
門
的
知
見
と
教
科
の
学
習
内
容
と
の
架
橋
を
め
ざ
し

た
実
践
の
具
体
を
示
す
こ
と
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

二　

授
業
の
概
要

回

授
業
内
容

１
〈
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
〉（
村
井
）

本
授
業
の
目
的
と
概
要
を
解
説
し
、
国
語
科
の
教
科
内
容
領
域
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
行
う
。
そ
の
う
え
で
、
国
語
科
の
授
業
構
成
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
既
習
経

験
を
元
に
整
理
す
る
。

２
〈
国
語
科
学
習
指
導
の
基
本
的
考
え
方
①
〉（
村
井
）

国
語
科
教
育
の
内
容
〔
四
言
語
活
動
・
言
語
事
項
〕
は
、
専
門
学
〔
国
語
学
（
日

本
語
学
・
言
語
学
）、
近
現
代
文
学
、
古
典
文
学
、
論
理
的
文
章
〕
を
「
言
語
作

品
」「
言
語
行
為
」「
言
語
規
則
」
を
学
ぶ
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
展
開

す
る
こ
と
を
構
造
的
に
整
理
す
る
。

３
〈
国
語
科
学
習
指
導
の
基
本
的
考
え
方
②
〉（
村
井
）

「
国
語
科
学
習
の
成
立
」
を
知
識
の
注
入
で
は
な
く
「
言
語
の
生
成
」
と
し
て
捉

え
る
た
め
、
言
語
モ
デ
ル
を
用
い
て
「
対
話
環
の
成
立
」
を
意
識
す
る
理
論
の

必
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

４
〈
言
語
事
項
の
学
習
指
導
①
〉（
田
中
）

国
語
科
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
言
語
事
項
」
の
位
置
づ
け
お
よ
び
対
象
範

囲
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
漢
字
学
習
に
お
け
る
学
習
者
の
疑
問
や
つ
ま
ず
き

に
つ
い
て
学
ぶ
。

５
〈
言
語
事
項
の
学
習
指
導
②
〉（
田
中
）

学
校
教
育
に
お
け
る
漢
字
学
習
の
全
体
像
お
よ
び
日
本
社
会
に
お
け
る
漢
字
学

習
の
全
体
像
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
漢
字
指
導
上
の
様
々
な
工
夫
の
あ
り
方

に
つ
い
て
学
ぶ
。

６
〈
近
代
文
学
の
学
習
指
導
①
〉（
黒
田
）

物
語
に
お
け
る
語
り
手
を
分
析
す
る
観
点
に
つ
い
て
学
習
す
る
と
と
も
に
、
そ

う
し
た
観
点
に
基
づ
い
て
新
美
南
吉
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を
各
自
が
分
析
し
、
結

果
を
共
有
す
る
。

７
〈
近
代
文
学
の
学
習
指
導
②
〉（
黒
田
）

歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
た
物
語
分
析
の
方
法
を
学
習
す
る
と
と
も
に
、
向
田
邦

子
「
字
の
な
い
は
が
き
」
を
各
自
が
分
析
し
、
方
法
の
有
効
性
を
確
認
・
共
有

す
る
。

８
〈
説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
①
〉（
幾
田
）

問
い
と
答
え
、
論
証
過
程
に
着
目
し
て
説
明
的
文
章
を
構
造
化
し
て
把
握
す
る

と
と
も
に
、
学
習
者
の
疑
問
や
つ
ま
ず
き
を
考
え
る
教
材
研
究
の
方
法
を
学
ぶ
。

９
〈
説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
②
〉（
幾
田
）

説
明
的
文
章
の
構
造
化
を
ふ
ま
え
て
論
理
展
開
や
叙
述
を
検
証
し
、
結
論
や
主

張
を
読
者
に
納
得
さ
せ
る
た
め
の
筆
者
の
工
夫
を
捉
え
る
教
材
研
究
の
方
法
を

学
ぶ
。

10
〈
古
典
文
学
の
学
習
指
導
①
〉（
小
島
）

随
筆
を
取
り
上
げ
、
そ
の
章
段
構
成
や
叙
述
の
特
質
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

作
者
に
関
わ
る
情
報
を
作
品
の
内
部
・
外
部
よ
り
抽
出
し
、
作
品
の
読
み
を
立

体
的
な
も
の
に
す
る
教
材
研
究
の
方
法
を
学
ぶ
。

11
〈
古
典
文
学
の
学
習
指
導
②
〉（
小
島
）

全
体
の
構
成
を
明
確
化
す
る
大
き
な
視
点
と
、
個
々
の
表
現
に
着
目
す
る
細
や

か
な
視
点
の
双
方
に
よ
っ
て
物
語
を
読
み
解
き
つ
つ
、
文
学
的
・
思
想
的
背
景

の
受
容
と
継
承
を
捉
え
る
教
材
研
究
の
方
法
を
学
ぶ
。

12
〈
古
典
文
法
の
学
習
指
導
①
〉（
原
）

古
典
文
学
に
用
い
ら
れ
た
係
助
詞
に
つ
い
て
、
係
助
詞
が
用
い
ら
れ
な
い
場
合

と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
教
材
研
究
の
方
法
を
示
す
と
と
も
に
、
機
能
的
文

法
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
究
す
る
。
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三　

授
業
の
実
際

三
．
一　

国
語
科
学
習
指
導
の
基
本
的
考
え
方
（
第
一
〜
三
回
）

　

国
語
科
の
教
科
内
容
は
「
学
習
指
導
要
領
」
に
「
基
準
」
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
本
授
業
「
教
科
内
容
構
成
」
は
、「
学
習
指
導
要
領
」

が
対
象
と
す
る
「
言
語
」
に
関
す
る
文
化
と
技
能
の
世
界
を
直
接
大
づ
か

み
に
捉
え
、「
学
習
指
導
要
領
」
を
客
観
的
・
相
対
的
に
見
る
視
点
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
指
導
要
領
の
「
文
言
」
を
な
ぞ
る
の

で
な
く
、
指
導
要
領
の
文
言
を
主
体
的
に
読
み
込
む
力
を
つ
け
る
こ
と
が

ね
ら
い
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
所
載
の
言
語
の
働
き
を
捉
え
る「
言
語
理
論
」

を
用
い
て
以
上
の
ね
ら
い
を
達
成
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

【
目
標
】

○
言
語
の
働
き
と
生
成
・
成
長
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
言
語
学
習
と
そ
の

指
導
の
基
本
構
造
を
理
解
す
る
。

【
学
習
課
題
】

１
．
国
語
科
学
習
指
導
の
困
難
を
発
見
し
、
整
理
す
る
。
一
般
的
に
は
、

①
「
発
音
」「
文
字
」「
語
彙
」「
文
法
」
等
の
言
語
要
素
学
習
は
、「
反
復

ド
リ
ル
学
習
」
に
頼
っ
て
「
記
憶
」
レ
ベ
ル
で
済
ま
せ
が
ち
で
あ
る
。
②

試
験
問
題
は
、
知
識
を
問
う
客
観
テ
ス
ト
や
「
読
解
問
題
」
に
偏
り
、「
活

動
・
行
為
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
に
よ
る
評
価
が
行
わ
れ
に
く
い
。
③
音

読
、
作
文
、
発
表
、
話
し
合
い
な
ど
の
言
語
活
動
が
「
型
」
や
「
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
へ
の
「
当
て
は
め
学
習
」
に
な
り
が
ち
で
「
考
え
る
」
現
場
を
保

障
し
に
く
い
。
な
ど
、
以
上
三
つ
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す

べ
て「
学
習
意
欲
の
低
下
」に
現
れ
る
。
受
講
者
各
自
で「
学
習
体
験
」（
国

語
学
習
個
体
史
）
を
振
り
返
っ
て
記
述
し
、
学
習
者
の
立
場
か
ら
「
実
感

の
伴
う
問
題
意
識
」
を
も
つ
と
と
も
に
、
指
導
者
の
立
場
か
ら
こ
れ
ら
の

困
難
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
重
要
性
を
認
識
す
る
。

２
．「
言
語
の
機
構
」
を
表
す
図
型
（
モ
デ
ル
）
を
用
い
て
、
読
解
を
含

め
全
て
の
言
語
活
動
（
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書
く
・
話
し
合
う
）
が
、「
言

語
要
素
」
各
知
識
・
技
能
を
産
出
し
て
い
く
仕
組
み
を
理
解
す
る
。
単
な

る
反
復
学
習
で
記
憶
し
た
知
識
は
、
別
の
「
言
語
活
動
」
で
の
活
用
や
、

全
く
異
な
る
場
面
へ
の
応
用
に
発
展
し
に
く
い
こ
と
を
理
解
し
、
先
ず
第

一
段
階
の
「
言
語
行
為
と
し
て
の
言
語
活
動
」
を
探
究
的
に
行
い
、
手
探

り
で
問
題
を
発
見
し
な
が
ら
価
値
あ
る
「
意
味
（
意
義
）」
を
つ
か
ん
で

い
く
「
基
本
的
学
習
過
程
」
を
体
験
し
、
そ
れ
を
省
察
す
る
。

３
．
前
記
１
・
２
の
原
理
を
体
得
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
子
ど
も
の
作
文

を
教
師
と
し
て
「
解
釈
（
読
解
）」
し
、子
ど
も
を
育
て
る
「
返
し
（
反
応
・

評
価
・
指
導
言
）」
を
具
体
的
に
考
え
る
。

13
〈
古
典
文
法
の
学
習
指
導
②
〉（
原
）

古
典
文
学
に
用
い
ら
れ
た
依
頼
表
現
や
不
可
能
表
現
、
類
義
動
詞
を
取
り
上
げ
、

そ
の
意
味
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
教
材
研
究
の
方
法
を
示
す
と
と
も
に
、

機
能
的
文
法
指
導
・
機
能
的
語
彙
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
究
す
る
。

14
〈
国
語
科
教
育
に
お
け
る
姿
勢
・
呼
吸
・
発
声
①
〉（
余
郷
）

小
学
校
学
習
指
導
要
領
「
⑴　

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
あ
る
「
ウ　

姿
勢

や
口
形
、
声
の
大
き
さ
や
速
さ
な
ど
に
注
意
し
て
、
は
っ
き
り
し
た
発
音
で
話

す
こ
と
。」
の
指
導
に
つ
い
て
、「
五
十
音
図
」
と
「
朗
読
台
本
」
と
を
用
い
た

演
習
を
行
う
。

15
〈
国
語
科
教
育
に
お
け
る
姿
勢
・
呼
吸
・
発
声
②
〉（
余
郷
）

小
学
校
学
習
指
導
要
領
「
ア　

音
読
に
関
す
る
指
導
事
項
」
に
あ
る
「
自
分
の

声
を
自
分
で
聞
き
な
が
ら
把
握
し
て
い
く
。」
こ
と
に
つ
い
て
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
の
演
習
を
通
し
て
確
認
す
る
。
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【
使
用
図
型
】

　
　

図
１　

言
語
の
四
相　
　
　
　
　

図
２　

対
話
環
モ
デ
ル

【
モ
デ
ル
図
と
学
習
内
容
】

１
．「
図
１
」「
図
２
」
の
解
説
（
主
と
し
て
二
回
目
の
内
容
）

　
「
図
１　

言
語
の
四
相
」
は
、
Ｋ
・
ビ
ュ
ー
ラ
ー
『
言
語
理
論
』
所
載

図
に
解
説
と
具
体
例
を
記
入
し
て
作
成
し
た
。現
行
学
習
指
導
要
領
の「
国

語
科
」
は
、「
Ⅰ
・
１
言
語
活
動
H
」
を
言
語
の
技
能
と
し
て
第
一
の
柱

と
し
、「
Ⅱ
・
２
言
語
規
則
G
」
を
基
盤
と
な
る
「
言
語
知
識
」
と
し
て

置
く
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
則
り
「
Ⅱ
・
１
言
語

作
品
W
」
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
の
が
「
教
科
書
」
や
「
文
献
・
資

料
」
で
あ
る
。
こ
の
Ｗ
（
言
語
作
品
・
教
材
）
を
用
い
て
Ｈ
（
言
語
活
動
）

を
行
う
こ
と
で
、
学
習
者
に
「
Ⅰ
・
２
言
語
行
為
A
」
を
さ
せ
る
こ
と
が

学
習
の
内
実
を
か
た
ち
作
る
。そ
の
結
果
と
し
て
学
習
者
の
頭
脳
に
Ｇ（
言

語
規
則
）
が
生
成
し
蓄
え
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
「
言
語
の
四
相
」
図
で
は
各
相
の
特
質
は
分
か
っ
て
も
相
互
関

係
が
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
。「
図
２　

対
話
環
モ
デ
ル
」は「
言
語
の
四
相
」

を
生
み
出
す
「
言
語
行
為
A
」
に
焦
点
化
し
て
、
動
力
を
表
す
円
環
活
動

を
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
対
話
環
」
図
中
の
ど
こ
に
Ｈ
、
Ｗ
、

Ｇ
、
Ａ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
る
の
が
最
初
の
課
題
で
あ
る
。

　
「
図
２　

対
話
環
モ
デ
ル
」
は
、山
口
喜
一
郎
（
一
九
五
二
）
を
も
と
に
、

矢
印
の
向
き
を
逆
回
り
に
し
、
言
語
主
体
を
表
す
記
号
甲
・
乙
を
現
代
風

に
Ａ
・
Ｂ
に
改
め
た
図
で
あ
る
。
こ
の
「
対
話
環
モ
デ
ル
」
は
、
学
習
と

指
導
の
成
立
・
不
成
立
を
感
覚
的
に
捉
え
や
す
く
す
る
た
め
の
図
で
あ
る
。

即
ち
円
環
が
「
言
語
主
体
」
の
な
か
で
確
実
に
閉
じ
て
「
円
」
が
完
成
す

れ
ば
「
言
語
行
為
の
遂
行
」
が
成
功
し
、
メ
タ
認
知
が
生
じ
、
頭
脳
中
に

「
言
語
規
則
G
」
の
生
成
・
強
化
・
豊
富
化
が
自
然
に
起
こ
る
仕
組
み
を

表
し
て
い
る
。「
言
語
作
品
W
」
は
、「
言
語
行
為
」
達
成
の
結
果
と
し
て

生
じ
る
具
体
的
物
象
で
あ
り
、
あ
る
い
は
過
去
の
「
言
語
行
為
」
を
言
語

記
号
に
閉
じ
込
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
で
あ
る
。
学
習
者
は
、
前
者
「
言

語
表
現
0

0

行
為
・
活
動
」
と
、
後
者
「
言
語
理
解
0

0

行
為
・
活
動
」
の
両
方
の

学
習
に
習
熟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
師
の
仕
事
は
、
学
習
者
の
言
語

活
動
の
相
手
主
体
の
役
を
務
め
る
と
共
に
、
外
環
上
の
学
習
者
の
メ
タ
認

知
活
動
を
援
助
す
る
第
二
主
体
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
。
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２
．「
対
話
環
」
活
動
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

国
語
科
に
お
い
て
典
型
的
に
想
定
さ
れ
る
「
授
業
」
は
、
教
科
書
の
文

章
を
読
ん
で
理
解
さ
せ
る
指
導
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
科
書
所
載
の
教
材

即
ち
「
言
語
作
品
W
」
は
、「
作
者
・
筆
者
」「
教
科
書
編
集
者
」
等
の
主

体
に
よ
る
言
語
行
為
の
産
物
で
あ
り
、
こ
れ
を
解
凍
し
て
「
理
解
」
す
る

こ
と
を
促
す
活
動
は
、「
対
話
環
」
一
周
で
は
表
せ
な
い
複
雑
な
言
語
行

為
で
あ
る
。
学
習
者
の
作
文
を
対
象
に
、
教
師
が
こ
れ
を
読
み
取
り
、
教

育
的
な
反
応
を
返
す
と
い
う
「
対
話
環
」
は
、
一
周
で
表
せ
る
。

　

こ
の
原
理
に
則
り
、
第
三
回
で
は
実
際
の
子
ど
も
の
作
品
を
読
み
、
深

く
解
釈
し
、
必
要
な
情
報
を
的
確
に
捉
え
、
効
果
あ
る
「
返
し
の
表
現
」

を
考
え
る
と
い
う
具
体
的
演
習
を
行
う
。
テ
キ
ス
ト
の
第
二
章
第
一
節
所

収
の
児
童
文
（
絵
日
記
）
の
読
解
は
、
絵
と
文
字
の
形
・
記
述
順
序
・
誤

り
・
内
容
・
作
者
の
内
面
の
律
動
な
ど
を
読
み
と
る
こ
と
の
で
き
る
「
言

語
作
品
」
で
あ
る
。
こ
の
演
習
は
予
想
以
上
に
困
難
で
興
味
深
い
。

【
総
括
】

　

受
講
者
は
、「
対
話
環
」
活
動
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ
っ
て
、

「
国
語
科
指
導
」
の
面
白
さ
と
困
難
と
の
両
方
を
自
覚
す
る
。

三
．
二　

言
語
事
項
の
学
習
指
導
（
第
四
・
五
回
）

　

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
の
学
習
指
導
要
領
か
ら
正
式
に
位
置
づ
け

が
な
さ
れ
た
〔
言
語
事
項
〕
は
、
そ
の
後
、
様
々
な
改
変
を
経
て
、

二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
告
示
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
〔
伝
統
的
な

言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
の
一
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
講
で
は
、
ま
ず
国
語
科
学
習
指
導
要
領
に

お
け
る
〔
言
語
事
項
〕
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
、そ
の
上
で
、〔
言
語
事
項
〕

の
一
つ
で
あ
る
「
漢
字
」
を
主
に
取
り
上
げ
、
そ
の
学
習
指
導
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

【
目
標
】

○
国
語
科
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
〔
言
語
事
項
〕
の
位
置
づ
け
、
お
よ

び
、「
漢
字
」
に
関
す
る
事
項
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
漢
字
の
学
習
指
導
に
つ
い
て
の
自
身
の
経
験
を
述
べ
た
り
、
漢
字
の
学

習
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
自
身
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
漢
字
の
学
習
指
導
の
実
践
例
な
ど
に
対
し
て
、
そ
の
効
果
や
問
題
点
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
学
習
課
題
（
第
四
回
）　

学
習
指
導
要
領
と
〔
言
語
事
項
〕】

　

ま
ず
、
受
講
生
に
、〔
言
語
事
項
〕
に
つ
い
て
の
自
身
の
理
解
（
イ
メ
ー

ジ
）
を
述
べ
さ
せ
た
。
受
講
生
の
中
に
は
、
総
括
的
に
述
べ
る
者
や
学
年

ご
と
の
位
置
づ
け
を
述
べ
る
者
も
い
た
が
、「
文
字
の
指
導
」
や
「
こ
と

ば
の
ル
ー
ル
」
な
ど
、
断
片
的
な
、
あ
る
い
は
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
に

留
ま
る
者
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
資
料
を
配
付
し
て
国
語
科
学
習
指
導

要
領
全
体
に
お
け
る
〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事

項
〕
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
、
さ
ら
に
、
同
事
項
の
構
成
を
校
種
ご
と
に

確
認
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、〔
言
語
事
項
〕
が
、
言
葉
の
働
き
や
特
徴
、

語
句
、
文
、
文
章
、
表
現
、
言
葉
遣
い
、
文
字
な
ど
、
非
常
に
多
岐
に
渡

る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
た
。

　

次
に
、
受
講
生
に
、
漢
字
の
学
習
指
導
の
経
験
に
基
づ
き
、
自
身
の
苦

労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点
な
ど
に
つ
い
て
発
表
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
受
講

生
同
士
で
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、①
校
種
や
学
年
に
共
通
す
る
苦
労
・
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共
通
し
て
適
用
で
き
る
工
夫
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
、
②
校
種
や
学
年

に
特
有
の
苦
労
・
特
化
し
た
工
夫
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
、
③
そ
れ
ら

を
自
身
の
学
習
指
導
体
系
に
位
置
づ
け
る
こ
と
、
な
ど
を
目
指
し
た
も
の

で
あ
る
。
受
講
生
は
、
校
種
や
学
年
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
年
代
の
違
い

に
ま
で
言
及
し
て
活
発
に
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
た
。

　

次
に
、
小
学
校
で
学
習
す
る
漢
字
に
つ
い
て
、
そ
の
総
数
、
学
年
ご
と

の
総
数
、
い
く
つ
か
の
漢
字
の
学
年
配
当
を
、
そ
れ
ぞ
れ
受
講
生
に
考
え

さ
せ
て
発
表
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
①
小
学
校
に
お
け
る
漢
字
の
学
習
指
導

の
あ
り
方
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
考
え
を
提
示
す
る
こ
と
、
②
そ
の
根
拠

を
明
示
す
る
こ
と
、
③
そ
の
上
で
、
実
際
の
漢
字
学
習
指
導
の
全
体
像
を

知
り
、
自
身
の
学
習
指
導
体
系
に
位
置
づ
け
る
こ
と
、
な
ど
を
目
指
し
た

も
の
で
あ
る
。「
総
数
」
に
つ
い
て
は
、
自
身
が
担
当
し
た
こ
と
の
あ
る

学
年
以
外
に
つ
い
て
は
詳
し
く
知
ら
ず
、
全
体
像
を
把
握
で
き
て
い
な
い

受
講
生
が
多
か
っ
た
。
学
年
別
配
当
に
つ
い
て
は
、
学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
て
学
習
す
る
漢
字
の
数
も
増
え
る
（
は
ず
だ
・
べ
き
だ
）
と
考
え
る
者
、

高
学
年
に
な
る
と
難
し
い
漢
字
が
多
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
学
習
す
る
漢
字

の
数
は
少
な
く
な
る
（
は
ず
だ
・
べ
き
だ
）
と
考
え
る
者
な
ど
様
々
で
あ
っ

た
。
最
後
に
「
正
解
」
を
知
る
こ
と
で
、
受
講
生
は
、
単
に
画
数
の
多
寡

で
配
当
学
年
が
決
ま
る
の
で
は
な
く
、
漢
字
の
意
味
や
既
習
漢
字
と
の
関

連
な
ど
も
考
慮
さ
れ
て
配
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
て
い
た
。

　

最
後
に
、
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
漢
字
学
習
指
導
を
念
頭
に
置
い
て
、

常
用
漢
字
に
つ
い
て
触
れ
た
。
特
に
、「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」
の
「
各

学
年
に
お
け
る
漢
字
に
関
す
る
事
項
」
を
資
料
と
し
て
、
常
用
漢
字
は
学

年
別
の
配
当
が
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
や
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
に
か
け
て
漢
字
の
習
得
が
段
階
的
に
設
定
さ
れ
て
い
る
（「
読
め

る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
漢
字
と
「
書
け
る
」
こ
と
ま
で
求
め
ら
れ
る
漢

字
と
で
は
、
目
標
と
な
る
数
が
別
に
設
定
さ
れ
て
い
る
）
こ
と
な
ど
を
読

み
取
ら
せ
た
。

【
学
習
課
題
（
第
五
回
）　

実
践
例
等
に
基
づ
く
漢
字
の
学
習
指
導
法
】

　

本
講
で
は
、
①
向
山
（
二
〇
〇
二
）
や
岩
田
（
二
〇
一
四
）
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
漢
字
パ
ズ
ル
、
②
堂
前
（
二
〇
一
四
）
やT

O
SS

ラ
ン
ド
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
漢
字
ク
イ
ズ
、
③
産
経
新
聞
社
と
立
命
館
大
学
白
川
静

記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
に
よ
る
創
作
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
漢
字

を
用
い
た
様
々
な
活
動
に
実
際
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
を
用
い
た
授
業
の

効
果
と
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
い
ず
れ
も
、

学
習
者
に
漢
字
の
面
白
さ
に
触
れ
さ
せ
、
漢
字
に
対
す
る
興
味
を
持
た
せ

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、
一
方
で
教
師
の
判
断

力
が
求
め
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
。
例
え
ば
、
①
の
漢
字
パ
ズ
ル
は
、

と
い
う
図
形
の
中
に
隠
れ
て
い
る
漢
字
（
例
：
田
、
山
な
ど
）
を
で
き
る

だ
け
た
く
さ
ん
書
き
出
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
を
正
解
と

み
な
す
か
の
基
準
を
設
定
す
る
の
は
容
易
で
は
な
）
1

（
注い

。
例
え
ば
「
川
」
や

「
五
」
な
ど
を
正
答
と
し
て
認
め
た
場
合
、
実
際
に
書
く
と
き
で
も
「
川
」

の
一
画
目
の
払
い
や
「
五
」
の
二
画
目
の
斜
線
を
縦
の
直
線
で
表
し
て
も

良
い
と
思
っ
て
し
ま
う
学
習
者
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
自
身
の
授
業
に
取
り
入
れ
る
場
合
に
は
、

学
習
者
の
習
熟
度
や
授
業
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
全
体
に
お
け
る
当
該
活
動

の
位
置
づ
け
を
教
師
自
身
が
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。
逆
に
、
そ
こ
を
う

ま
く
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
①
の
漢
字
パ
ズ
ル
で
は
漢
字
の
字
形
、
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②
の
漢
字
ク
イ
ズ
で
は
漢
字
の
画
数
、
③
の
創
作
漢
字
で
は
漢
字
の
造
字

法
な
ど
、
普
段
の
授
業
で
は
十
分
な
指
導
が
行
き
届
き
に
く
い
漢
字
の
側

面
に
学
習
者
の
注
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
）
2

（
注う

。

　

以
上
、
第
四
回
・
第
五
回
の
授
業
を
通
し
て
、〔
言
語
事
項
〕
の
位
置

づ
け
を
理
解
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、「
漢
字
」
の
学
習
指
導
に
つ
い
て
自

身
の
経
験
や
考
え
を
述
べ
る
と
い
う
活
動
を
行
っ
た
。
漢
字
を
は
じ
め
と

す
る
〔
言
語
事
項
〕
の
授
業
力
向
上
の
た
め
に
は
、
こ
と
ば
に
対
す
る
鋭

敏
な
感
覚
を
常
日
頃
か
ら
磨
い
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
受
講
生

に
は
、
ぜ
ひ
、
今
後
も
こ
と
ば
に
対
す
る
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

三
．
三　

近
代
文
学
の
学
習
指
導
（
第
六
・
七
回
）

　

近
代
文
学
の
学
習
指
導
に
お
い
て
は
、
物
語
世
界
を
言
葉
に
よ
っ
て
紡

ぎ
出
し
、
統
括
す
る
存
在
で
あ
る
語
り
手
に
注
目
し
、
語
り
手
の
性
格
や

語
り
手
の
表
現
の
特
徴
を
分
析
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
本
講
で
は
、

語
り
手
の
存
在
を
意
識
し
た
授
業
を
構
想
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
語
り

手
の
性
格
・
表
現
を
分
析
す
る
い
く
つ
か
の
観
点
に
つ
い
て
学
習
す
る
と

と
も
に
、
そ
う
し
た
観
点
に
基
づ
く
教
材
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
教

材
分
析
の
伝
統
的
方
法
で
あ
る
本
文
校
異
・
注
釈
と
い
っ
た
方
法
の
重
要

性
を
確
認
し
、
受
講
者
に
は
そ
れ
ら
の
方
法
を
意
識
し
た
教
材
分
析
を
行

う
こ
と
を
指
導
し
た
。

【
目
標
】

○
語
り
手
の
性
格
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
本
文
校
異
と
い
う
作
業
を
通
し
て
、
語
り
手
の
表
現
意
図
を
分
析
で
き

る
。

○
注
釈
に
よ
り
、
物
語
に
は
直
接
書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
、
物
語
外
部
の

情
報
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
物
語
言
説
か
ら
新
た
な
解
釈
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

【
学
習
課
題
（
第
六
回
）　

本
文
校
異
を
通
じ
て
語
り
手
の
表
現
意
図
を
分

析
す
る
】

　

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
「
国
文
学
（
近
代
文
学
）」
の

世
界
で
は
、
作
品
論
か
ら
テ
ク
ス
ト
論
へ
と
、
物
語
を
読
解
す
る
立
場
の

転
換
が
起
こ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
転
換
は
、
学
校
教
育
現
場
で
も
そ
の
後

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
論
の
立
場
は
、
根
拠
さ
え
示
さ
れ
れ

ば
学
習
者
の
自
由
な
解
釈
を
ど
こ
ま
で
も
許
容
す
る
た
め
、
学
習
者
が
読

み
を
交
流
さ
せ
る
こ
と
で
学
習
集
団
と
し
て
読
み
を
深
め
て
い
く
授
業
形

態
と
も
適
合
的
だ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
テ
ク
ス
ト
論
が
新
た
に
分
析
の
中
心
に
据
え
た
の
は
、
語
り
手

だ
っ
た
。
語
り
手
の
性
格
を
分
析
す
る
観
点
は
、
視
点
・
視
点
人
物
・
人

称
な
ど
が
あ
る
が
、
本
授
業
で
は
、
表
現
に
注
目
し
た
。

　

こ
こ
で
い
う
表
現
と
は
、
記
録
的
表
現
／
説
明
的
表
現
な
ど
に
大
別
し

う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
例
文
を
示
し
て
み
よ
う
。

　

Ⅰ　

Ａ
は
コ
ッ
プ
の
水
を
飲
み
干
し
た
。

　

Ⅱ　

何
日
も
水
に
あ
り
つ
け
て
い
な
か
っ
た
砂
漠
の
ラ
ク
ダ
の
よ
う
に
、

Ａ
は
コ
ッ
プ
の
水
を
一
息
に
飲
み
干
し
た
。

　

Ⅰ
が
記
録
的
表
現
で
あ
り
、
Ⅱ
が
説
明
的
表
現
で
あ
る
。
記
録
的
表
現

と
は
、
語
り
手
が
事
物
・
出
来
事
を
あ
り
の
ま
ま
、
見
た
ま
ま
に
語
っ
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
表
現
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
説
明
的
表
現
と
は
、
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語
り
手
が
事
物
・
出
来
事
を
自
身
の
感
情
・
感
想
を
交
え
な
が
ら
語
っ
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
表
現
の
こ
と
で
あ
る
。

　

通
常
、
こ
れ
ら
の
表
現
が
、
物
語
の
中
で
併
用
さ
れ
て
お
り
、
語
り
手

は
意
識
的
に
そ
れ
ら
の
表
現
を
使
い
分
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
記
録
的

表
現
は
、
一
見
語
り
手
の
主
観
・
意
図
が
混
じ
ら
な
い
客
観
的
な
表
現
の

よ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
客
観
的
な
表
現
を
用
い
よ
う
と
す
る
語
り
手
の

主
観
・
意
図
が
あ
る
と
い
え
る
。
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら
の
主
観
・
意
図
も
積

極
的
に
読
み
取
ろ
う
と
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
講
で
は
ま
ず
、
以

下
の
二
つ
の
定
番
教
材
の
一
節
を
検
討
し
た
。　

◆
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」

・
初
出
…
雑
誌
『
帝
国
文
学
』（
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
）

　
　

下
人
は
、
既
に
、
雨
を
冒
し
て
、
京
都
の
町
へ
強
盗
を
働
き
に
急
ぎ

つ
つ
あ
つ
た
。

・
初
刊
…
『
羅
生
門
』（
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
）

　
　

下
人
は
、
既
に
、
雨
を
冒
し
て
京
都
の
町
へ
強
盗
を
働
き
に
急
い
で

ゐ
た
。

・
短
篇
集
『
鼻
』（
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
）

　
　

下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。

◆
横
光
利
一
「
蠅
」

・
初
出
…
『
文
藝
春
秋
』（
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
）

　
　

田
舎
紳
士
は
宿
場
へ
着
い
た
。
彼
は
四
十
三
に
な
る
。
四
十
三
年
貧

困
と
戦
ひ
続
け
た
効
あ
つ
て
、
昨
夜
漸
く
春
蚕
の
仲
買
で
八
百
円
を
手

に
入
れ
た
。

・『
定
本
横
光
利
一
全
集
』（
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
）

　
　

田
舎
紳
士
は
宿
場
へ
着
い
た
。
彼
は
四
十
三
に
な
る
。
三
十
三
年
貧

困
と
戦
い
続
け
た
効
あ
っ
て
、
昨
夜
漸
く
春
蚕
の
仲
買
で
八
百
円
を
手

に
入
れ
た
。

　

ま
ず
、「
羅
生
門
」
の
末
尾
の
一
文
を
、
初
出
・
初
刊
・
短
篇
集
『
鼻
』

で
比
較
し
た
。
高
校
教
科
書
で
は
、
短
篇
集
『
鼻
』
の
形
態
が
踏
襲
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
本
文
の
異
同
を
検
討
す
る
作
業
を
本
文
校
異
と
い

う
。

　

本
講
で
は
、
説
明
的
表
現
か
ら
記
録
的
表
現
へ
と
徐
々
に
変
化
し
て
い

る
と
い
う
意
見
が
受
講
者
か
ら
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
最
終
型
で
は
、「
下

人
の
行
方
」
を
具
体
的
に
説
明
し
な
い
こ
と
で
「
下
人
の
行
方
」
を
読
者

に
想
像
さ
せ
た
い
と
い
う
、
語
り
手
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
な
ど
の
意
見

も
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
意
見
を
受
け
、
読
者
に
結
末
の
解
釈
を
委
ね
る

「
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
」と
い
う
手
法
が
あ
る
こ
と
を
補
足
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
下
人
の
行
方
」
を
想
像
す
る
上
で
の
根
拠
は
、
読
者
そ
れ
ぞ
れ
の
結
末

ま
で
の
解
釈
に
依
存
し
て
お
り
、
生
徒
に
「
下
人
の
行
方
」
を
想
像
さ
せ

な
が
ら
、
な
ぜ
そ
う
考
え
た
か
の
根
拠
を
示
さ
せ
る
こ
と
を
学
習
内
容
と

す
る
授
業
の
あ
り
よ
う
を
提
案
し
た
。

　

次
に
、「
蠅
」
の
一
節
を
、
初
出
と
教
科
書
が
踏
襲
し
て
い
る
『
定
本

横
光
利
一
全
集
』
と
で
比
較
し
た
。
こ
の
一
節
は
、
語
り
手
の
感
情
・
感

想
が
一
切
含
ま
れ
な
い
記
録
的
表
現
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
三
文
目
の

異
同
、
す
な
わ
ち
「
四
十
三
年
」
が
「
三
十
三
年
」
へ
と
変
更
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
教
科
書
が
踏
襲
し
て
い
る
全
集
型
に
お
け

る
語
り
手
の
意
図
・
主
観
が
は
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
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本
講
で
は
受
講
者
に
そ
の
意
図
・
主
観
を
分
析
さ
せ
た
。「
田
舎
紳
士
は

十
歳
ま
で
は
裕
福
だ
っ
た
。」「
十
歳
の
時
に
父
親
が
亡
く
な
っ
た
。」「
十

歳
の
時
に
父
親
の
事
業
が
失
敗
し
た
。」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
の

よ
う
な
情
報
を
付
加
し
た
い
と
い
う
語
り
手
の
意
図
・
主
観
を
受
講
者
間

で
確
認
し
た
。

　

ま
た
「
蠅
」
の
本
文
を
配
布
し
、
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
農
婦
が
急

い
で
街
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
理
由
は
何
か
と
い
う
発
問
を
行
っ
た
。
受

講
者
全
員
が
〈
農
婦
の
倅
（
息
子
）
が
危
篤
だ
か
ら
〉
と
解
答
し
た
が
、

そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
真
の
理
由
は
何
か
を
再
度
考
え
さ
せ

た
。

　

受
講
者
が
誤
読
し
た
原
因
は
、
語
り
手
が
「
出
る
か
の
。
直
ぐ
出
る
か

の
。
倅
が
死
に
か
け
て
お
る
の
ぢ
や
が
、間
に
合
は
せ
て
お
く
れ
か
の
？
」

と
い
っ
た
農
婦
の
セ
リ
フ
を
繰
り
返
し
テ
ク
ス
ト
に
挿
入
す
る
こ
と
で
、

語
り
手
が
意
図
的
に
誤
読
を
誘
引
さ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

読
者
は
い
っ
た
ん
〈
農
婦
の
倅
（
息
子
）
が
危
篤
だ
か
ら
〉
街
に
急
い
で

い
る
と
誤
読
す
る
こ
と
が
、
正
し
い
読
解
と
し
て
語
り
手
に
要
求
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
段
階
に
留
ま
っ
て
い
て
は
、

語
り
手
に
と
っ
て
の
〈
理
想
的
な
読
者
〉
＝
「
内
包
さ
れ
た
読
者
」（
イ
ー

ザ
ー
）
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
語
り
手
は
「
彼
女
は
此
の
朝
早
く
、

街
に
務
め
て
い
る
息
子
か
ら
危
篤
の
電
報
を
受
け
と
つ
た
。」
と
い
う
、

た
っ
た
一
行
の
記
録
的
表
現
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
電
報
を
送
っ

た
倅
は
危
篤
状
態
に
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
倅
が
第
三
者
の
危
篤
を

母
親
で
あ
る
農
婦
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
ゆ
え
に
、
農
婦
が
急

い
で
い
る
の
は
〈
倅
が
危
篤
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
か
ら
〉
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
語
り
手
は
読
者
に
発
信
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
落
と
す
と
、
農
婦
が
街
に
急
い
で
い
く
途

中
で
事
故
死
す
る
こ
と
の
不
条
理
さ
は
相
対
的
に
薄
い
も
の
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
解
釈
を
通
し
て
、
最
終
的
に
客
観
的
で
あ
る
こ
と
を
装
う
記
録
的

表
現
は
、
単
な
る
事
実
報
告
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
、
受
講

者
間
で
確
認
し
た
。

　

な
お
本
講
で
は
こ
れ
ら
の
学
習
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
定
番
教
材
「
ご

ん
ぎ
つ
ね
」（
新
美
南
吉　

小
四
）
の
教
材
分
析
を
受
講
者
と
と
も
に
行
っ

て
い
る
。
同
テ
ク
ス
ト
は
、
新
美
南
吉
の
草
稿
（「
権
狐
」）
と
雑
誌
『
赤

い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
形
（「
ご
ん
狐
」）
と
で
大
き
な
異
同
が
あ
る
が
、

そ
の
異
動
に
注
目
す
る
こ
と
で
語
り
手
の
意
図
に
迫
っ
た
。

【
学
習
課
題
（
第
七
回
）　

注
釈
と
い
う
実
践
】

　

第
七
回
で
は
、
注
釈
と
い
う
作
業
の
重
要
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
字
の
な
い
葉
書
」（
向
田
邦
子　

中
二
）
の
注
釈
を
受

講
者
に
事
前
に
行
っ
て
き
て
も
ら
い
、
そ
の
発
表
と
そ
れ
を
受
け
た
討
議

を
行
っ
た
。

　

語
釈
・
注
釈
は
、
教
材
研
究
に
お
い
て
最
初
に
行
う
べ
き
、
基
礎
的
か

つ
不
可
欠
な
作
業
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
言
葉
・
概
念
の
辞
書
的
な

意
味
を
調
べ
る
語
釈
と
、
言
葉
・
概
念
の
歴
史
的
背
景
や
意
味
の
変
遷
を

調
査
す
る
注
釈
と
は
、作
業
内
容
が
大
き
く
異
な
る
。テ
キ
ス
ト
で
は
、「
ご

ん
ぎ
つ
ね
」
の
登
場
人
物
で
あ
る
兵
十
が
「
火
縄
銃
」
を
所
持
し
、
か
つ

た
く
み
に
操
っ
て
、
ご
ん
を
銃
殺
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
注
釈
を
提

示
し
た）

3

（
注

。「
火
縄
銃
」
の
辞
書
的
な
意
味
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、「
火
縄
銃
」

の
歴
史
、
特
に
刀
狩
り
が
実
施
さ
れ
た
江
戸
期
に
お
け
る
銃
規
制
の
歴
史
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を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
兵
十
の
職
業
は
猟
師
な
い
し
村
落
共
同
体
の
成
員

の
う
ち
猟
師
的
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
者
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
が
本
来
、「
猟
師
」
仲

間
の
間
で
語
ら
れ
て
き
た
口
承
文
芸
と
し
て
の
基
本
構
造
を
持
つ
と
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
テ
ク
ス
ト
の
中
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
外
部
情
報
を
積

極
的
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
テ
ク
ス
ト
の
解
釈
を
改
変
さ
せ
る
大
き
な
力

を
持
つ
の
が
、
注
釈
と
い
う
実
践
で
あ
る
。

　

本
講
で
は
受
講
者
に
、「
字
の
な
い
葉
書
」
に
関
わ
る
事
項
（「
女
学

校
」・「
学
童
疎
開
」・「
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
」・「
暗
幕
を
垂
ら
し
た

暗
い
電
灯
」・「
防
火
用
水
桶
」
な
ど
）
に
つ
い
て
の
注
釈
、
及
び
そ
れ
を

受
け
た
テ
ク
ス
ト
分
析
を
報
告
し
て
も
ら
い
（
各
約
一
〇
分
）、
そ
の
後

全
体
討
議
を
行
っ
た
。

　
「
暗
幕
を
垂
ら
し
た
暗
い
電
灯
」
に
つ
い
て
詳
細
に
調
査
し
た
受
講
者

Ａ
は
、「
そ
の
よ
う
な
社
会
背
景
を
踏
ま
え
て
、『
暗
幕
を
垂
ら
し
た
暗
い

電
灯
の
下
で
、
母
は
、
当
時
貴
重
品
に
な
っ
て
い
た
キ
ャ
ラ
コ
の
肌
着
を

縫
っ
て
名
札
を
付
け
、
父
は
お
び
た
だ
し
い
葉
書
に
き
ち
ょ
う
め
ん
な
筆

で
、
自
分
宛
て
の
宛
名
を
書
い
た
。』
の
一
文
を
読
ん
で
み
る
と
、
家
の

暗
さ
と
、
作
業
を
す
る
両
親
だ
け
を
照
ら
す
電
灯
の
光
が
対
比
す
る
心
情

を
表
現
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
明
日
を
も
見
通
せ
な
い
心
情
の
暗
さ
、

そ
の
中
で
も
、
互
い
に
子
ど
も
の
た
め
を
思
う
姿
が
よ
り
際
立
っ
て
見
え

る
の
で
あ
る
。」と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
室
内
の
一
部
を
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
の
よ
う
に
照
ら
し
出
す
〈
明
／
暗
〉
の
対
比
が
、〈
自
分
た
ち

の
生
命
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
不
安
／
子
ど
も
達
へ
の
思
い
や
り
〉
と
い
う

心
情
的
対
比
を
表
象
す
る
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
は
、

「
暗
幕
を
垂
ら
し
た
暗
い
電
灯
」
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
た
な
い
も
の
に

は
お
そ
ら
く
導
出
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
注
釈
的
行
為
が
登
場
人
物
の

心
情
を
深
く
解
剖
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
好
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
「
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
」
の
被
害
状
況
の
大
き
さ
に
関
す
る

報
告
、
日
本
に
投
下
さ
れ
た
焼
夷
弾
が
石
油
を
ゼ
リ
ー
状
に
し
た
新
型
爆

弾
で
、
水
で
は
容
易
に
消
火
で
き
な
い
こ
と
、
東
京
に
お
け
る
「
学
童
疎

開
」
の
希
望
者
が
当
初
は
一
〇
％
強
だ
っ
た
が
、
空
襲
の
激
化
で
増
加
し

て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ど
の
報
告
や
授
業
者
に
よ
る
若
干
の
補
足
を
受

け
、「
あ
ま
り
に
幼
く
不
憫
」
と
い
う
理
由
で
「
学
童
疎
開
」
さ
せ
な
か
っ

た「
下
の
妹
」を
、「
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
」を
目
の
当
た
り
に
し
、「
こ

の
ま
ま
一
家
全
滅
す
る
よ
り
は
」
と
疎
開
さ
せ
る
に
至
っ
た
両
親
の
心
情

な
ど
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
「
下
の
妹
」
を
空
襲
が

続
く
東
京
に
連
れ
戻
す
決
意
を
し
た
父
親
の
心
情
が
、
文
字
通
り
「
一
家

全
滅
」
＝
〈
死
〉
を
覚
悟
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
覚
悟
の
思
い
が
、「
家

庭
菜
園
の
か
ぼ
ち
ゃ
」
を
「
小
さ
い
の
」
ま
で
全
て
収
穫
す
る
と
い
う
行

為
に
も
表
象
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
講
で
は
、
語
り
手
の
性
格
・
表
現
に
注
目
す
る
観

点
や
、
本
文
校
異
・
注
釈
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
学
習
し
た
。
ま
た
受
講

者
が
実
際
に
そ
れ
ら
の
観
点
・
方
法
に
基
づ
き
、
定
番
教
材
を
分
析
す
る

場
を
設
け
た
こ
と
で
、
汎
用
性
の
あ
る
授
業
力
・
実
践
力
を
自
ら
向
上
さ

せ
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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三
．
四　

説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
（
第
八
・
九
回
）

　

説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
に
お
い
て
は
、
本
文
の
内
容
把
握
だ
け
で
な

く
、
文
章
構
成
や
表
現
の
選
択
と
い
っ
た
筆
者
の
書
き
ぶ
り
の
工
夫
や
、

本
文
の
叙
述
に
示
さ
れ
た
筆
者
の
思
考
の
妥
当
性
を
批
判
的
に
検
討
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
本
講
で
は
、
こ
う
し
た
批
判

的
思
考
を
学
習
内
容
と
す
る
授
業
を
構
想
す
る
た
め
に
、
教
材
を
批
判
的

に
読
む
た
め
の
観
点
を
、
教
材
分
析
を
通
し
て
検
討
し
た
。

【
目
標
】

○
読
者
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
筆
者
が
用
い
て
い
る
様
々
な
文
章
技
法
を

分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

・
説
明
的
文
章
の
文
章
構
成
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

・
説
明
的
文
章
の
叙
述
の
仕
方
の
特
徴
を
、
叙
述
内
容
と
関
連
さ
せ
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

・
説
明
的
文
章
に
お
け
る
筆
者
の
論
理
展
開
の
妥
当
性
を
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

・
筆
者
が
読
者
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
用
い
て
い
る
工
夫
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

【
学
習
課
題
（
第
八
回
）　
「
あ
り
の
行
列
」（
大
滝
哲
也　

小
三
）
の
文
章

構
成
を
分
析
す
る
。】

　

１　
「
あ
り
の
行
列
」
を
読
み
、
自
分
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
わ
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
、
学
習
者
が
わ
か
ら
な
い
と
思
い
そ
う
な
こ
と
を

書
き
出
し
、
共
有
す
る
。

　

２　
「
あ
り
の
行
列
」
を
「
は
じ
め
・
中
・
お
わ
り
」
に
分
け
、
各
自

の
分
け
方
と
、
そ
の
よ
う
に
分
け
た
理
由
を
交
流
す
る
。

　

３　
「
あ
り
の
行
列
」
の
二
〜
八
段
落
を
い
く
つ
か
の
ま
と
ま
り
に
分

け
、
各
自
の
分
け
方
と
、
そ
の
よ
う
に
分
け
た
理
由
を
交
流
す
る
。

　

４　
「
あ
り
の
行
列
」
の
三
段
落
で
示
さ
れ
て
い
る
出
来
事
を
、
時
間

の
順
序
に
沿
っ
て
整
理
す
る
。

　

５　

ウ
イ
ル
ソ
ン
が
行
っ
た
「
実
験
」
と
は
何
か
を
考
え
る
。

　

６　

最
初
に
挙
げ
た
疑
問
と
本
時
で
考
え
た
問
題
を
比
べ
、
説
明
的
文

章
の
学
習
内
容
と
し
て
の
「
筆
者
の
工
夫
」
を
整
理
す
る
。

　

教
材
分
析
の
起
点
と
し
て
、
受
講
生
自
身
が
こ
の
教
材
を
読
ん
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
か
を
挙
げ
さ
せ
た
。
疑
問
点
を
挙
げ
る
こ
と

は
、
教
師
が
自
身
の
読
み
を
進
め
る
際
の
着
眼
点
と
な
る
し
、
学
習
者
の

疑
問
や
つ
ま
ず
き
を
予
想
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
段
階
で
受
講

者
が
出
し
た
疑
問
は
、「
最
初
の
あ
り
は
ど
う
や
っ
て
砂
糖
を
見
つ
け
た

の
か
」
と
い
っ
た
内
容
に
関
わ
る
問
い
が
多
く
、
構
成
や
叙
述
に
つ
い
て

の
問
い
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

次
に
２
と
３
で
、
叙
述
内
容
に
即
し
て
「
あ
り
の
行
列
」
全
体
を
い
く

つ
か
の
ま
と
ま
り
に
分
け
る
課
題
を
行
っ
た
。
教
材
全
体
を
「
は
じ
め
／

中
／
お
わ
り
」
に
分
け
た
り
、「
中
」
を
細
分
化
し
た
り
す
る
課
題
は
、

授
業
で
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
読
み
手
の
基
準
に
よ
っ
て
様
々

な
分
け
方
が
示
さ
れ
、
一
様
に
は
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
本
授
業
で
も

受
講
生
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
分
け
方
が
示
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

理
由
を
交
流
し
た
。
そ
の
上
で
、
意
見
が
分
か
れ
る
段
落
の
役
割
を
考
え

る
こ
と
で
、
そ
の
段
落
の
機
能
を
検
討
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

４
と
５
は
、
叙
述
を
精
確
に
捉
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
課
題
で
あ
る
。

４
で
は
、
叙
述
を
整
理
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
接
続
表
現
を
は
じ
め
と
す
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る
時
間
の
順
序
を
理
解
す
る
た
め
に
着
目
す
る
語
句
を
お
さ
え
た
。
そ
の

う
え
で
、
あ
り
の
行
動
の
叙
述
と
、
挿
入
さ
れ
た
あ
り
に
つ
い
て
の
説
明

と
の
区
別
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
５
で
は
、「
実
験
」
と
「
観

察
」
を
分
け
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
本
文
の
叙
述
で
は
「
実
験
と
観
察
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、「
実
験
」
と
「
観
察
」
は
異
な
る
内
容
を
持
つ

行
為
で
あ
り
、
叙
述
上
で
は
動
作
主
が
ウ
イ
ル
ソ
ン
に
な
る
か
あ
り
に
な

る
か
で
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。「
実
験
と
観
察
」と
し
て
読
み
飛
ば
さ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
が
示
す
内
容
を
区
別
す
る
こ
と
が
、
教
材
の
精
確
な
理
解
に
つ

な
が
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

最
後
に
１
で
提
出
さ
れ
た
疑
問
を
本
時
の
課
題
と
比
較
し
、
本
文
の
叙

述
に
即
し
て
問
い
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
説
明
的
文
章
の
授
業
で
追
究
す

べ
き
学
習
課
題
に
つ
な
が
る
こ
と
を
共
有
し
た
。

【
学
習
課
題
（
第
九
回
）】　
「
む
さ
さ
び
の
ひ
み
つ
（
小
四
）」
の
叙
述
か
ら
、

筆
者
の
意
見
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
】

　

１　
「
む
さ
さ
び
の
ひ
み
つ
」
を
ま
と
ま
り
に
分
け
る
。

　

２　
「
は
じ
め
」
で
提
出
さ
れ
た
問
い
の
答
え
を
確
認
す
る
。

　

３　

問
い
の
答
え
に
つ
な
が
ら
な
い
叙
述
の
役
割
を
検
討
す
る
。

　

１
で
は
、
前
時
と
同
様
に
文
章
構
成
を
考
え
、
意
見
の
交
流
を
行
っ
た
。

説
明
的
文
章
で
は
「
は
じ
め
」
で
問
題
提
起
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
そ
の
問
い
を
確
認
し
、
そ
の
答
え
に
あ
た
る
段
落
を
探
し
た
。
そ
の

結
果
、「
中
」
の
途
中
で
問
い
の
答
え
は
提
示
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
の

後
に
も
情
報
が
補
足
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
お
わ
り
」
は
、
答
え
で
は
な

く
筆
者
の
意
見
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
さ
え
た
。
そ
の
上
で
、
３
で
、

問
い
と
答
え
の
関
係
に
お
さ
ま
ら
な
い
叙
述
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
、
意

見
を
交
流
し
た
。
説
明
的
文
章
で
は
、
こ
う
し
た
補
足
的
な
叙
述
が
書
か

れ
て
い
る
場
合
も
多
い
が
、
そ
の
役
割
ま
で
考
え
る
課
題
は
少
な
い
。
本

課
題
を
考
え
る
中
で
、
受
講
者
は
こ
う
し
た
情
報
が
筆
者
の
意
見
を
支
え

る
事
例
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
て
い
っ
た
。
こ
れ

に
つ
な
げ
て
、
筆
者
の
意
見
に
読
者
が
納
得
し
や
す
く
な
る
叙
述
が
他
に

な
い
か
と
い
う
観
点
で
、
教
材
全
体
を
再
点
検
し
た
。
そ
の
よ
う
な
観
点

で
教
材
を
見
直
し
た
と
き
、「
む
さ
さ
び
」
と
い
う
事
例
自
体
が
読
者
の

共
感
を
呼
び
や
す
い
こ
と
、「
人
里
に
近
い
里
山
の
森
の
減
少
」
が
、
事

態
の
重
大
さ
を
読
者
に
印
象
づ
け
て
い
る
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
検
討
の
後
、
叙
述
内
容
を
ま
と
め
る
だ
け
で
な
く
、
提
示
さ

れ
た
情
報
を
筆
者
の
意
見
の
論
拠
と
し
て
位
置
づ
け
て
考
え
る
こ
と
が
、

批
判
的
思
考
を
育
て
る
説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、

ま
と
め
と
し
た
。

　

本
講
で
は
、
第
八
回
で
教
材
の
叙
述
を
精
確
に
読
む
こ
と
、
第
九
回
で

は
叙
述
内
容
の
妥
当
性
を
筆
者
の
意
見
と
の
関
係
で
検
討
す
る
こ
と
を
課

題
と
し
て
、
説
明
的
文
章
の
教
材
分
析
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
分
析
的
思

考
を
教
科
内
容
と
し
て
い
く
こ
と
が
、
説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
を
改
善

す
る
視
座
の
一
つ
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

三
．
五　

古
典
文
学
の
学
習
指
導
（
第
一
〇
・
一
一
回
）

　

平
成
二
〇
年
に
告
示
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で
は
、〔
伝
統
的
な
言
語

文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
が
置
か
れ
た
こ
と
、
小
学
校
で
も

古
典
教
育
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
従
前
と
の
大
き
な
相

違
を
な
す
。
本
授
業
は
こ
れ
を
受
け
て
、
特
に
小
・
中
学
校
で
古
典
の
授
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業
を
す
る
た
め
に
必
要
な
教
材
研
究
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
め
ざ
す
。

【
目
標
】

①
古
典
作
品
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
特
質
・
独
自
性
を
理
解
す
る
。

②
古
典
作
品
の
理
解
の
基
盤
と
な
る
社
会
背
景
・
政
治
動
向
・
時
代
思
想

な
ど
に
目
を
向
け
る
。

③
上
述
の
二
項
目
の
学
び
を
通
じ
て
、
授
業
実
践
に
必
要
な
教
材
研
究
の

力
を
身
に
つ
け
る
。

【
学
習
課
題
（
第
一
〇
回
）　
『
枕
草
子
』
の
教
材
研
究
】

　

小
・
中
学
校
の
教
科
書
で
扱
わ
れ
る
随
筆
『
枕
草
子
』
を
取
り
上
げ
る
。

両
校
種
と
も
に
冒
頭
の
段
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
は
不
可
避
で
、
こ
の
段
を

音
読
・
暗
誦
し
た
上
で
、
そ
の
魅
力
を
考
え
、
現
代
版
の
「
春
は
あ
け
ぼ

の
」
に
あ
た
る
随
筆
を
書
か
せ
る
、
と
い
う
展
開
が
定
番
で
あ
る
。

　

た
だ
し
『
枕
草
子
』
は
、
⑴
「
類
聚
章
段
（
も
の
づ
く
し
章
段
）」、
⑵

「
随
想
章
段
」、
⑶
「
日
記
・
回
想
章
段
」
の
三
種
類
か
ら
成
り
立
つ
こ
と

を
本
授
業
で
は
ま
ず
示
す
。
こ
の
中
で
⑶
の
「
日
記
・
回
想
章
段
」
を
読

み
込
む
と
い
う
試
み
を
受
講
生
に
さ
せ
た
。

　

そ
の
際
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
清
少
納
言
が
仕
え
た
一
条
天
皇
中
宮

定
子
（
藤
原
道
隆
女
）
と
そ
の
一
族
で
あ
る
中
関
白
家
の
描
写
へ
の
着
目

で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
二
八
〇
段
「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を）

4

（
注

」
で
、

清
少
納
言
が
賞
賛
さ
れ
た
の
は
、『
白
氏
文
集
』
の
「
香
炉
峰
雪
撥
簾
看
」

の
一
節
の
「
知
識
」
で
は
な
く
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
「
行
動
」
に
あ
っ
た

こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
同
様
の
主
旨
の
二
一
段
「
清
涼
殿
の
丑

寅
の
隅
の
」
を
受
講
者
に
読
ま
せ
、
中
宮
定
子
の
求
め
る
教
養
を
考
え
さ

せ
る
。
続
い
て
、
二
六
〇
段
「
関
白
殿
、
二
月
二
十
一
日
の
ほ
ど
に
、
法

興
院
の
」
か
ら
、
上
述
の
二
八
〇
段
・
二
一
段
を
支
え
る
道
隆
の
資
質
を

読
み
取
ら
せ
た
。
こ
れ
ら
全
体
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
の

段
が
、
所
謂
「
平
安
時
代
の
美
意
識
の
象
徴
」
で
は
な
い
こ
と
は
も
と
よ

り
、
そ
れ
が
清
少
納
言
個
人
の
資
質
に
の
み
依
拠
し
た
表
現
で
は
な
い
こ

と
を
受
講
者
が
自
ず
と
理
解
し
始
め
た
。

　

ま
た
、「
日
記
・
回
想
章
段
」
を
学
ぶ
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

定
子
の
悲
劇
や
中
関
白
家
の
衰
退
に
つ
い
て
、『
枕
草
子
』
が
触
れ
る
こ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
に
気
づ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
思
い
を

致
す
た
め
に
は
、『
枕
草
子
』
の
み
で
な
く
、
外
部
情
報
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
こ
こ
で
『
栄
花
物
語
』
あ
る
い
は
漢
文
の
貴
族
日
記
の
一
部
を

提
示
し
、
こ
う
し
た
歴
史
的
動
向
へ
の
知
識
を
得
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
四
月
の
関
白
道
隆
の
病
死
以
降
を
描
く

一
三
七
段
が
「
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
、
世
の
中
に
事
出
で
来
」
で

書
き
出
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
風
雅
な
中
宮
定
子
の
住
ま
い
、
里
居

の
清
少
納
言
に
対
す
る
中
宮
の
心
遣
い
に
話
題
が
移
っ
て
ゆ
く
不
自
然
さ

へ
の
疑
念
が
浮
上
し
て
き
た
。

　

こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
、
再
び
『
枕
草
子
』
に
戻
る
。
一
三
〇

段
「
頭
の
弁
の
、
職
に
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て
」、
一
三
一
段
「
五
月
ば
か
り
、

月
も
な
う
い
と
暗
き
に
」
を
参
照
、
道
隆
死
去
後
の
中
宮
定
子
の
サ
ロ
ン

で
も
清
少
納
言
が
得
意
の
機
転
を
披
露
す
る
段
を
提
示
す
る
。
こ
う
し
た

段
階
を
経
た
上
で
、『
枕
草
子
』
全
体
で
清
少
納
言
が
何
を
描
き
、
何
を

描
か
な
い
か
と
い
う
、
大
き
な
問
題
を
考
え
さ
せ
た
。

　

本
時
の
学
び
を
経
て
、
作
品
の
理
解
に
は
、
本
章
冒
頭
に
挙
げ
た
【
目

標
】
の
②
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
共
有
し
得
た
の
で
あ
る
。
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【
学
習
課
題
（
第
一
一
回
）　
『
竹
取
物
語
』
の
教
材
研
究
】

　

教
科
書
で
は
、
物
語
の
一
章
段
や
短
い
一
節
を
読
む
こ
と
が
常
で
、
全

体
の
話
の
流
れ
や
構
成
の
中
に
、
当
該
箇
所
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め

る
か
を
読
み
取
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。

　

受
講
生
に
は
、
物
語
の
短
い
も
の
の
全
文
、
そ
れ
が
無
理
な
場
合
は
可

能
な
限
り
全
文
に
目
配
り
を
し
た
抜
粋
版
で
、
冒
頭
か
ら
末
尾
ま
で
読
ま

せ
る
こ
と
で
、
古
典
へ
の
認
識
を
変
容
さ
せ
得
る
と
考
え
、
小
・
中
学
校

の
教
科
書
に
共
通
し
て
採
録
さ
れ
る
『
竹
取
物
語
』
を
教
材
と
し
た
。

　

ま
ず
は
、『
竹
取
物
語
』
の
構
造
を
把
握
し
て
も
ら
う
。
か
ぐ
や
姫
の

生
い
立
ち
の
箇
所
は
「
仮
生
説
話
（
譚
）」「
致
福
説
話
（
譚
）」、
五
人
の

貴
公
子
た
ち
の
求
婚
は
「
求
婚
難
題
説
話
（
譚
）」、
帝
の
求
婚
は
「
求
婚

説
話
（
譚
）」、
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
は
「
昇
天
説
話
（
譚
）」、
そ
し
て
掉
尾

に
富
士
山
で
不
死
の
薬
を
焼
く
場
面
は
「
地
名
起
源
説
話
（
譚
）」
か
ら

成
り
立
つ
こ
と
を
説
明
し
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
話
型
は
、
物
語
を
読
み
解

く
際
の
普
遍
的
な
、
一
つ
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
た
。

　

次
に
は
、
五
人
の
貴
公
子
た
ち
の
「
求
婚
難
題
説
話
（
譚
）」
に
着
目

さ
せ
、
そ
れ
を
項
目
別
に
表
に
書
き
込
ま
せ
て
み
た
。「
求
婚
難
題
説
話

（
譚
）」
の
中
に
、「
語
源
説
話
（
譚
）」
が
入
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
も
見
て

取
れ
る
部
分
で
、
本
来
、
日
本
語
表
記
は
清
濁
を
持
た
な
い
こ
と
が
、
こ

れ
を
成
り
立
た
せ
る
要
因
で
あ
る
こ
と
も
想
起
さ
せ
る
。
さ
ら
に
は
、
五

人
の
求
婚
者
た
ち
の
属
性
や
難
題
へ
の
対
応
の
仕
方
を
比
較
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
五
人
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
こ
と
に
目
を
向
け
さ

せ
、『
竹
取
物
語
』
に
「
求
婚
難
題
説
話
（
譚
）」
が
導
入
さ
れ
た
プ
ロ
セ

ス
・
理
由
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
十
分
に
読
み
取
り
が
で
き
る
と
、
五
人
の
貴
公
子
の
「
求
婚

難
題
説
話
（
譚
）」
と
そ
の
後
の
帝
の
「
求
婚
説
話
（
譚
）」
を
比
較
す
る

こ
と
は
難
し
い
課
題
で
は
な
く
な
る
。
帝
と
か
ぐ
や
姫
は
ど
の
よ
う
な
関

係
か
、
ま
た
そ
う
し
た
関
係
は
な
ぜ
生
じ
得
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
投
げ

か
け
、
読
み
の
深
化
を
図
っ
て
い
っ
た
。

　

続
く
、か
ぐ
や
姫
の
昇
天
の
場
面
で
は
、此
界
（
人
間
界
）
と
異
界
（
月

の
世
界
）
の
相
違
点
を
考
え
さ
せ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
が
ど
の
よ
う
な

価
値
観
に
よ
っ
て
成
っ
て
い
る
か
を
炙
り
出
さ
せ
、
物
語
を
読
み
解
く
視

点
の
切
り
結
び
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
受
講
者
の
気
づ
き
を
導
い
た
。

　

こ
れ
ら
を
学
ん
だ
後
に
、絵
本
な
ど
に
書
き
換
え
ら
れ
た
「
か
ぐ
や
姫
」

の
お
話
と
、
古
典
の
『
竹
取
物
語
』
の
比
較
を
さ
せ
る
。
比
較
の
対
象
の

存
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
の
抽
出
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。

両
者
の
差
異
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
竹
取
物
語
』
の
主
題
、
あ

る
い
は
『
竹
取
物
語
』
が
「
か
ぐ
や
姫
」
の
お
話
を
凌
駕
し
て
い
る
点
を

自
分
の
力
で
見
つ
け
出
す
こ
と
が
容
易
に
な
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
た
。

　

以
上
、
第
一
〇
回
・
第
一
一
回
の
授
業
を
通
し
て
、
古
典
文
学
の
教
材

研
究
の
方
向
を
明
確
に
提
示
し
、
院
生
自
身
の
古
典
文
学
観
を
豊
か
な
も

の
に
し
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
が
、
授
業
力
の
向
上
に
は
不
可
欠
で
あ
る
と
の

思
い
を
一
層
強
く
抱
く
に
至
っ
て
い
る
。

三
．
六　

古
典
文
法
の
学
習
指
導
（
第
一
二
・
一
三
回
）

　

現
代
の
高
等
学
校
に
お
け
る
古
典
文
法
（
文
語
文
法
）
の
学
習
指
導
に

お
い
て
は
、
や
や
も
す
る
と
体
系
的
な
文
法
指
導
に
偏
っ
て
し
ま
い
、
学

習
者
に
対
し
て
、
ひ
た
す
ら
暗
記
す
る
こ
と
を
求
め
た
り
、
教
材
文
を
解
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釈
す
る
途
中
で
、
暗
記
し
た
文
法
事
項
の
説
明
を
求
め
た
り
す
る
よ
う
な

授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
作
品
の
内
容
（
登
場
人
物
の
心
情

や
場
面
）
を
読
み
取
る
こ
と
を
目
指
し
た
授
業
で
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
言

葉
に
つ
い
て
の
十
分
な
吟
味
を
経
ず
、
表
面
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
の
読
み
取

り
に
終
始
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
と
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
授
業
で
は
、

古
典
文
学
作
品
の
登
場
人
物
の
心
情
や
、
場
面
を
理
解
し
、
文
学
作
品
の

表
現
の
妙
を
味
わ
う
上
で
、
学
習
者
の
身
に
付
け
た
古
典
文
法
の
知
識
は

ほ
と
ん
ど
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
学
習
者
は
、
何
の
た
め
に
文
法
の

学
習
を
し
た
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
古
典
文
法
の
学
習
は
、

あ
く
ま
で
も
古
典
文
学
作
品
を
味
わ
う
た
め
の
文
法
知
識
を
得
る
た
め
の

学
習
で
あ
っ
て
、
文
法
の
た
め
の
文
法
学
習
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
古
典
の
学
習
指
導
に
携
わ
る
者
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
に

つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

①
指
導
者
か
ら
の
一
方
的
な
説
明
と
暗
記
を
求
め
る
体
系
的
文
法
指
導

か
ら
脱
却
し
、
学
習
者
自
ら
の
発
見
を
促
す
よ
う
な
体
系
的
文
法
指

導
の
あ
り
方
。

　

②
既
得
の
文
法
的
な
知
識
を
活
か
し
つ
つ
、
古
典
文
学
の
作
品
世
界
を

味
わ
う
、
あ
る
い
は
、
作
品
世
界
を
解
釈
し
て
い
く
中
で
新
た
な
文

法
知
識
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
機
能
的
文
法
指
導
の
あ
り
方
。

　

③
体
系
的
文
法
指
導
と
機
能
的
文
法
指
導
と
の
結
び
方
。

　

本
講
で
は
、
時
間
の
関
係
か
ら
、
②
機
能
的
文
法
指
導
の
あ
り
方
を
中

心
と
し
て
、
具
体
的
な
古
典
作
品
の
文
章
を
用
い
て
考
察
し
た
。

（
１
）『
土
左
日
記
』
冒
頭
文
を
め
ぐ
っ
て

　

ま
ず
、『
土
左
日
記
』
の
冒
頭
文
を
用
い
て
、
平
安
仮
名
文
学
史
に
お

け
る
『
土
左
日
記
』
の
果
た
し
た
意
義
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
あ
っ
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
男
性
日
記
の
よ
う
な
漢
文
体
（
和
化
漢

文
体
）
の
公
的
な
日
記
で
は
な
く
、
仮
名
に
よ
る
私
的
な
日
記
が
書
け
る

よ
う
に
な
り
、
後
の
女
性
日
記
文
学
作
品
の
魁
と
な
っ
た
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
次
に
、『
土
左
日
記
』
の
文
学
史
的
な
意
義
に
つ
い
て
、
学

習
者
が
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
言
葉

に
注
目
す
る
か
を
考
え
た
。「
す
な
る
」
と
「
す
る
な
り
」
に
注
目
し
て
、

伝
聞
（
推
定
）
の
「
な
り
」
と
断
定
の
「
な
り
」
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か

せ
る
。
ま
た
、「
し
て
み
む
」
の
「
む
」
が
意
志
を
表
す
こ
と
に
気
付
か
せ
、

冒
頭
文
の
意
味
を
理
解
さ
せ
る
と
い
っ
た
考
え
が
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も

大
切
な
言
葉
に
注
目
し
て
お
り
、
大
事
な
視
点
で
あ
る
が
、「
男
も
」「
女

も
」
の
「
も
」
に
注
目
す
る
と
い
う
考
え
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
次
の
例
文
を
提
示
し
て
、
先
の
冒
頭
文
と
比
べ
て
、
ど
の
よ

う
な
違
い
が
生
じ
る
の
か
を
考
え
た
。

　

冒
頭
文
の
よ
う
に
「
男
も
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
方
で
「
女
も
す

る
」
日
記
が
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
当
時
の
男
の

日
記
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
女
の
日
記
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
。
女
で
あ
る
作
者
は
、
男
の
日
記
の
何
を
取
り
入
れ
た
の

か
。「
も
」
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

男
も
す
な
る
日に

き記
と
い
ふ
も
の
を
、
女
も
し
て
み
む
と
て
、
す
る
な
り
。

男
の
す
な
る
日に

き記
と
い
ふ
も
の
を
、
女
も
し
て
み
む
と
て
、
す
る
な
り
。
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（
２
）
係
助
詞
「
こ
そ
」
を
め
ぐ
っ
て

　

係
助
詞
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
の
古
典
教
材
か
ら
学
習
す
る
が
、「
ぞ
」

「
な
む
」「
や
」「
か
」
の
結
び
は
連
体
形
、「
こ
そ
」
の
結
び
は
「
已
然
形
」

と
い
う
「
係
り
結
び
の
法
則
」
を
暗
記
す
る
こ
と
が
中
心
で
あ
り
、
強
調

の
係
助
詞
と
い
わ
れ
る
「
ぞ
」「
な
む
」「
こ
そ
」
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
か
、
疑
問
の
係
助
詞
と
い
わ
れ
る
「
や
」「
か
」
に
ど
の
よ
う
な

違
い
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
詳
し
く
学
習
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
。
係

助
詞
「
は
」「
も
」
に
至
っ
て
は
、
触
れ
も
し
な
い
。

　

係
助
詞
と
い
う
古
典
文
法
特
有
の
助
詞
に
つ
い
て
学
習
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
そ
も
そ
も
係
助
詞
と
は
、
ど
の
よ
う
な
働
き
が
あ
る
助
詞
な
の
か
、

格
助
詞
や
副
助
詞
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
、
何
故
連
体
形
や
已

然
形
で
結
ぶ
の
か
、「
は
」「
も
」
の
結
び
は
何
形
な
の
か
な
ど
と
い
っ
た

（
基
礎
的
で
、
か
つ
問
題
を
孕
ん
だ
）
文
法
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
知
識
を
土
台
と
し
て
、「
や
」「
か
」
の
違
い
は
何

か
、「
ぞ
」「
な
む
」「
こ
そ
」
の
違
い
は
何
か
な
ど
、
各
係
助
詞
の
違
い

に
つ
い
て
、
原
文
に
基
づ
き
機
能
的
に
学
習
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

本
講
で
は
、『
伊
勢
物
語
』「
筒
井
筒
」
を
読
解
す
る
中
で
、
右
の
二
つ

の
例
文
を
比
較
し
、「
こ
そ
」
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
で
は
、
男
の
気

持
ち
を
読
み
取
る
上
で
ど
の
よ
う
な
違
い
が
生
ず
る
の
か
を
考
え
た
。

　

今
回
の
講
義
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、「
こ
そ
」に
あ
わ
せ
て
、「
ぞ
」

「
な
む
」
の
違
い
に
つ
い
て
も
、
次
の
例
文
な
ど
を
利
用
し
て
、
ど
う
し

て
渡
守
は
「
な
む
」
を
用
い
て
、「
ぞ
」「
こ
そ
」
を
用
い
な
か
っ
た
の
か
、

「
ぞ
」「
こ
そ
」
を
用
い
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
生
ま

れ
る
か
と
い
っ
た
問
題
を
考
え
る
な
ど
と
い
っ
た
学
習
も
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

（
３
）
古
典
文
学
作
品
の
依
頼
表
現

　

現
代
語
の
依
頼
表
現
に
は
必
ず
「
…
て
・
く
れ
／
く
だ
さ
い
」「
…
て
・

く
れ
な
い
か
／
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
」
の
よ
う
に
、「
く
れ
／
く
だ
さ
い
」

な
ど
の
よ
う
な
授
受
補
助
動
詞
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、「
…
て
・

く
れ
」
の
よ
う
な
命
令
形
を
用
い
る
表
現
よ
り
、「
…
て
・
く
だ
さ
い
ま

せ
ん
で
し
ょ
う
か
」
の
よ
う
に
、「
否
定
＋
推
量
」
の
問
い
か
け
の
表
現

の
方
が
丁
寧
で
あ
る
。
し
か
し
、
海
で
溺
れ
か
け
た
人
が
救
助
を
求
め
る

よ
う
な
場
合
に
は
「
助
け
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
」
な
ど
と
は

言
わ
な
い
。
緊
急
事
態
が
発
生
し
、
切
羽
詰
ま
っ
た
場
合
に
な
る
と
「
…

て
・
く
れ
」
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
代
語
の
依
頼
表
現
を

整
理
・
理
解
し
た
上
で
、
そ
れ
に
重
ね
あ
わ
せ
る
よ
う
に
古
典
語
の
依
頼

表
現
を
整
理
す
る
と
、
依
頼
表
現
を
用
い
る
登
場
人
物
の
心
情
を
捉
え
や

す
く
な
る
。

男
は
、
こ
の
女
を
こ
そ
得
め
と
思
ふ
。（
伊
勢
物
語
第
二
十
三
段
）

男
は
、
こ
の
女
を　
　

得
む
と
思
ふ
。

（
渡
守
）「
こ
れ
な
む
都
鳥
」
と
い
ふ
を
（
伊
勢
物
語
第
九
段
）

（
渡
守
）「
こ
れ
ぞ
都
鳥
」
と
い
ふ
を

（
渡
守
）「
こ
れ
こ
そ
都
鳥
」
と
い
ふ
を
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『
源
氏
物
語
』「
松
風
」
か
ら
、
明
石
の
君
と
の
間
に
生
ま
れ
た
姫
君
を

迎
え
て
養
育
し
て
ほ
し
い
と
紫
の
上
に
依
頼
す
る
光
源
氏
の
言
葉
を
教
材

と
し
て
、
光
源
氏
の
説
得
の
話
法
を
考
え
る
と
い
う
学
習
指
導
を
構
想
し

た
。
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
表
現
の
一
つ
に
、
右
の
依
頼
表
現
が
あ
げ
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
光
源
氏
は
ま
ず
Ａ
１
の
よ
う
な
表
現
で
依
頼
す
る
が
、
次
に

は
Ｂ
１
の
よ
う
な
表
現
に
変
化
し
て
い
る
（
Ａ
１
と
同
様
に
Ｂ
２
の
よ
う

な
表
現
を
用
い
な
か
っ
た
の
は
ど
う
し
て
か
）、
こ
の
変
化
は
、
光
源
氏

の
ど
う
い
う
依
頼
戦
略
を
反
映
し
て
い
る
か
な
ど
の
発
問
が
提
案
さ
れ
た
。

　

ま
た
、『
平
家
物
語
』「
老
馬
」
か
ら
、
一
ノ
谷
北
方
に
迫
る
義
経
軍
を

防
ぐ
た
め
の
出
陣
を
公
達
に
依
頼
す
る
平
宗
盛
の
言
葉
を
引
用
し
、
Ｃ
１

の
よ
う
な
表
現
か
ら
Ｃ
２
の
よ
う
な
表
現
に
変
化
す
る
こ
と
に
着
目
す
る

こ
と
で
、
宗
盛
の
思
い
が
読
み
取
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

最
後
に
、
機
能
的
文
法
指
導
を
行
う
場
合
の
工
夫
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。
原
文
そ
の
ま
ま
を
見
て
、
用
い
ら
れ
た
言
葉
の
意
味
や
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
考
え
る
よ
り
も
、
比
較
で
き
る
よ
う
な
対
象
を
作
例
し
て
例
示
し
た
り
、

同
一
作
品
中
で
、
表
現
の
変
化
を
相
互
に
比
べ
る
な
ど
、「
比
較
」
と
い

う
方
法
が
有
効
に
働
く
場
合
が
多
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

三
．
七　

国
語
科
教
育
に
お
け
る
姿
勢
・
呼
吸
・
発
声
（
第
一
四
・
一
五
回
）

　

本
講
義
で
は
、
ま
ず
、
国
語
科
の
学
習
を
支
え
る
姿
勢
・
呼
吸
・
発
声

に
つ
い
て
考
察
し
た
。「
発
声
の
半
分
は
、
呼
吸
で
決
ま
り
、
呼
吸
の
半

分
は
、
姿
勢
で
決
ま
る
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
小
学
校
国

語
科
で
は
、「
学
習
指
導
要
領
」
の
「
⑴　

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
「
ウ　

姿
勢
や
口
形
、
声
の
大
き
さ
や
速
さ
な
ど
に
注
意
し
て
、
は
っ
き
り
し
た

発
音
で
話
す
こ
と
。」
と
し
て
、
指
導
の
必
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
講

義
で
は
、
国
語
科
の
学
習
を
支
え
る
姿
勢
・
呼
吸
・
発
声
に
つ
い
て
、
詩

「
あ
い
う
え
お
」（
あ
ら
い
た
け
こ
）
と
「
朗
読
台
本
」（
大
村
は
ま
）
と

を
用
い
た
講
義
・
演
習
を
行
っ
た
。

　

次
に
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
の
「
ア　

音
読
に
関
す
る
指
導
事
項
」

に
あ
る
「
自
分
の
声
を
自
分
で
聞
き
な
が
ら
把
握
し
て
い
く
。」
こ
と
に

つ
い
て
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
用
い
た
練
習
方
法
を
、
講
義
・
演
習
を

通
し
て
確
認
し
た
。　

【
目
標
】

〇
国
語
科
の
学
習
を
支
え
る
姿
勢
・
呼
吸
・
発
声
に
つ
い
て
、
正
し
い
姿

勢
・
呼
吸
・
発
声
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
体
得
方
法
を
実
践
す

る
。

〇
自
分
の
声
を
自
分
で
聞
き
な
が
ら
把
握
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
理

解
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
体
得
方
法
を
実
践
す
る
。

【
学
習
課
題
（
第
一
四
回
）　

正
し
い
姿
勢
・
呼
吸
・
発
声
に
つ
い
て
理
解

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
体
得
方
法
を
実
践
す
る
。】

　

１　

正
し
い
姿
勢
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
の
体
得
方
法
を
実
践
す
る
。

　

２　

詩
「
あ
い
う
え
お
」（
あ
ら
い
た
け
こ
）
を
、
正
し
い
姿
勢
で
、

Ａ
１
「
…
御
心
に
思
ひ
定
め
た
ま
へ
」（
源
氏
物
語
・
松
風
）

Ｂ
１
「
…
こ
こ
に
て
は
ぐ
く
み
た
ま
ひ
て
ん
や
」

Ｂ
２
「
…
こ
こ
に
て
は
ぐ
く
み
た
ま
へ
」

Ｃ
１
（
宗
盛
）「
…
お
の
〳
〵
む
か
は
れ
候
へ
」（
平
家
物
語
・
老
馬
）

Ｃ
２
（
宗
盛
）「
…
御
へ
ん
む
か
は
れ
候
な
ん
や
」
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腹
式
呼
吸
で
音
読
す
る
。

　

３　

朗
読
台
本
「
爪
王
」
を
用
い
て
、「（
１
）
個
人
で
読
む
、
グ
ル
ー

プ
で
読
む
、
ク
ラ
ス
全
員
で
読
む
、
の
組
み
合
わ
せ
」
↓
「（
２
）

個
人
で
読
む
た
め
の
台
本
」
↓
「（
３
）
二
人
で
読
む
」
を
実
践
す
る
。

　

正
し
い
姿
勢
に
つ
い
て
は
、「
立
腰
」
を
基
本
と
し
て
、
そ
の
形
態
を

理
解
す
る
と
と
も
に
、「
礼
三
息
」
の
実
習
を
行
っ
た
。
腹
式
呼
吸
に
よ

る
礼
に
よ
っ
て
、
正
し
い
姿
勢
が
維
持
で
き
る
こ
と
を
体
得
す
る
と
と
も

に
、
呼
吸
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
礼
が
揃
う
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

次
に
、
腹
式
呼
吸
を
体
得
す
る
た
め
に
、
腹
に
手
を
当
て
腹
を
動
か
す

呼
吸
に
よ
っ
て
、
詩
「
あ
い
う
え
お
」（
あ
ら
い
た
け
こ
）
を
音
読
し
た
。

ま
た
、
風
船
を
用
い
た
腹
式
呼
吸
の
練
習
方
法
を
実
習
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
村
は
ま
氏
に
よ
る
朗
読
台
本
「
爪
王
」（
戸
川
幸
夫
作
）

を
用
い
た
演
習
を
行
っ
た
。「（
１
）
個
人
で
読
む
、
グ
ル
ー
プ
で
読
む
、

ク
ラ
ス
全
員
で
読
む
、
の
組
み
合
わ
せ
」
は
、
四
〇
人
超
規
模
の
ク
ラ
ス

を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
グ
ル
ー
プ
単
位
を
個
人
に
置
き
換
え
て
実

習
し
た
。
腹
式
呼
吸
で
音
読
す
る
心
地
よ
さ
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
呼
吸

を
合
わ
せ
た
音
読
の
た
め
の
「
間
合
い
」
を
体
験
し
た
。「（
２
）
個
人
で

読
む
た
め
の
台
本
」
を
各
自
で
音
読
練
習
し
た
後
、「（
３
）
二
人
で
読
む
。」

を
二
人
組
で
実
践
し
、
音
読
に
よ
っ
て
呼
吸
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

心
の
交
流
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

【
学
習
課
題
（
第
一
五
回
）】　

自
分
の
声
を
自
分
で
聞
き
な
が
ら
把
握
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
体
得
方
法
を
実
践

す
る
。

　

１　
「
自
分
の
声
を
聞
き
な
が
ら
話
す
」
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
。

　

２　
「
自
分
の
声
を
聞
き
な
が
ら
話
す
」た
め
の
練
習
方
法
を
実
践
す
る
。

　

３　

自
分
の
声
を
聞
き
な
が
ら
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
実
践
す
る
。

　

ま
ず
、
話
す
こ
と
の
力
を
伸
ば
す
方
法
と
し
て
、「
自
分
の
声
を
聞
き

な
が
ら
話
す
」
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
。
自
分
の
声
が
聞
こ
え
て
い
な

い
状
態
で
は
、
自
分
の
発
声
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
や
、
自
分
の
話

す
こ
と
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

次
に
、「
自
分
の
声
を
聞
き
な
が
ら
話
す
」
た
め
の
練
習
方
法
と
し
て
、

「
え
ー
」
や
「
あ
の
ー
」
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ラ
ー
を
言
わ
な
い
よ

う
に
意
識
し
て
話
す
方
法
の
長
所
と
短
所
を
理
解
し
た
。

　

し
か
し
、「
自
分
の
声
を
聞
き
な
が
ら
話
す
」
こ
と
は
、
ま
さ
に
言
う

は
易
く
行
う
は
難
し
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
練
習
方
法
と
し
て
、
鏡
に

向
か
っ
て
自
分
自
身
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
そ
の
時
、
自
分
の

声
を
聴
き
な
が
ら
読
み
聞
か
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
自
分
の
声
を
聞
き
な
が
ら
話
す
」
こ
と
を
体
得
す
る
練
習

方
法
と
し
て
、
絵
本
の
読
み
生
か
せ
の
実
習
を
行
っ
た
。
絵
本
『
こ
れ
は

の
み
の
ぴ
こ
』
を
用
い
て
、
絵
本
の
読
み
あ
い
活
動
を
行
っ
た
。『
こ
れ

は
の
み
の
ぴ
こ
』
は
、「
積
み
上
げ
歌
」
の
絵
本
で
あ
り
、音
読
自
体
が
「
息

を
支
え
る
」
演
習
に
な
る
も
の
で
あ
る
。『
こ
れ
は
の
み
の
ぴ
こ
』
を
読

み
聞
か
せ
な
が
ら
、
自
身
の
読
み
声
を
聞
く
こ
と
を
意
識
し
た
演
習
を

行
っ
た
。「
自
分
の
声
を
聞
き
な
が
ら
話
す
」
の
難
し
さ
を
実
感
す
る
と

と
も
に
、「
自
分
の
声
を
聞
き
な
が
ら
話
す
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
の
練
習
方
法
を
体
得
し
た
。

　

本
講
義
で
は
、
第
一
四
回
で
正
し
い
姿
勢
・
呼
吸
・
発
声
に
つ
い
て
、
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第
一
五
回
で
自
分
の
声
を
自
分
で
聞
き
な
が
ら
把
握
し
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
考
察
し
た
。
本
講
義
が
、
国
語
科
の
教
科
内
容
を
指
導
す
る
た
め
の

国
語
力
を
身
に
つ
け
る
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

大
村
は
ま
氏
は
、「
こ
と
ば
の
響
き
を
聞
き
分
け
る
」
こ
と
を
提
唱
さ

れ
た
。
国
語
科
に
お
い
て
「
こ
と
ば
の
響
き
」
と
は
、
発
声
と
大
き
く
関

わ
る
こ
と
で
あ
る
。
正
し
い
姿
勢
・
呼
吸
に
よ
る
正
し
い
発
声
（「
こ
と

ば
の
響
き
」）
を
自
身
が
「
聞
き
分
け
る
」
こ
と
は
、
国
語
科
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
り
ゴ
ー
ル
で
も
あ
る
。

四
．
お
わ
り
に

　

国
語
科
の
学
習
は
、
知
識
の
習
得
や
教
材
の
内
容
理
解
だ
け
で
は
な
く
、

教
材
を
起
点
と
し
て
思
考
し
、
判
断
す
る
力
を
学
習
者
に
培
う
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
本
稿
で
報
告
し
た
「
教
科
内
容
構
成
（
国
語
科
）」
は
、

内
容
中
心
の
国
語
科
学
習
を
脱
却
し
、
思
考
力
の
育
成
を
教
科
内
容
と
す

る
授
業
を
構
想
す
る
た
め
の
起
点
と
な
る
考
え
方
を
受
講
生
に
提
示
す
る

試
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

思
考
・
判
断
す
る
場
を
設
定
し
た
国
語
科
授
業
を
設
計
す
る
た
め
に
は
、

授
業
者
自
身
が
分
析
の
観
点
を
持
ち
、
実
践
す
る
力
を
鍛
え
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
本
授
業
で
は
、
各
回
で
具
体
的
な
「
学
習
課
題
」
を
受
講
生

に
提
示
し
、
受
講
者
自
身
が
思
考
・
判
断
す
る
場
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
こ
の
「
学
習
課
題
」
は
、
我
々
が
提
示
し
た
よ
う
な
思
考
・

判
断
を
促
す
課
題
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。「
学
習
課
題
」
の
提
示
は
、
授
業

に
お
い
て
学
習
活
動
や
発
問
を
構
想
す
る
際
に
参
照
す
る
具
体
的
指
針
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
図
も
含
ん
で
い
る
。

　

本
報
告
は
、
教
科
専
門
に
お
け
る
思
考
の
方
法
を
教
科
内
容
に
接
続
す

る
観
点
を
提
示
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
教
師
教
育
に
お
い
て
国
語

科
に
お
け
る
高
次
の
教
科
授
業
力
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
我
々
は

考
え
て
い
る
。
ご
批
正
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注

（
１
）
向
山
は
「
川
」
や
「
五
」
も
正
解
と
し
て
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

岩
田
は
「
よ
い
か
ど
う
か
は
、
教
師
が
判
断
す
れ
ば
よ
い
。」
と
し
て

い
る
。

（
２
）
田
中
大
輝
は
、
平
成
二
八
年
十
一
月
に
、
タ
イ
王
国
コ
ン
ケ
ン
大

学
教
育
学
部
日
本
語
教
育
課
程
の
学
部
二
年
生
の
漢
字
の
授
業
を
一
部

担
当
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
と
き
に
、
こ
れ
ら
の
漢
字
活
動

の
一
部
を
タ
イ
の
学
習
者
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、

学
習
者
た
ち
は
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
タ

イ
の
よ
う
な
非
漢
字
圏
の
国
の
学
習
者
は
、
漢
字
の
学
習
に
苦
労
す
る

こ
と
が
多
く
、
そ
の
分
、
効
果
的
な
漢
字
学
習
教
材
や
指
導
法
の
開
発
・

研
究
が
意
欲
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
語
学
習
者
に
と
っ
て
の
本
活

動
の
意
義
や
効
果
、
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ら
に
検
証
し
て
い

き
た
い
。

（
３
）
テ
キ
ス
ト
は
、
二
〇
一
四
年
に
文
部
科
学
省
特
別
経
費
事
業
の
一

環
と
し
て
作
成
し
、
二
〇
一
六
年
に
増
補
改
訂
し
て
刊
行
し
た
も
の
で

あ
る
。「
火
縄
銃
」
に
関
わ
る
記
述
は
、
二
〇
一
四
年
版
で
提
示
し
た
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内
容
で
あ
る
。

（
４
）『
枕
草
子
』
の
章
段
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に

よ
る
。【

参
考
文
献
・
参
考
資
料
】

岩
田
史
朗
（
二
〇
一
四
）「
Ⅲ　

漢
字
の
文
化　

５　

漢
字
の
面
白
さ
に

触
れ
る
に
隠
れ
て
い
る
漢
字
」、
谷
和
樹
・
三
浦
宏
和
編
『
向
山
型
国

語
授
業
の
指
導
ス
キ
ル
＆
パ
ー
ツ
活
用
事
典　

１　

漢
字
の
効
果
的
な

指
導
ス
キ
ル
＆
パ
ー
ツ
活
用
事
典
』、
明
治
図
書
、
八
四
〜
八
五
頁

大
村
は
ま
（
一
九
八
三
）「
鑑
賞
の
た
め
の
朗
読
」、『
大
村
は
ま
国
語
教

室　

四　

読
む
こ
と
の
指
導
と
提
案
』、
筑
摩
書
房
、
二
〇
七
〜

二
一
九
頁

谷
川
俊
太
郎
（
一
九
七
九
）『
こ
れ
は
の
み
の
ぴ
こ
』、
サ
ン
リ
ー
ド

堂
前
直
人
（
二
〇
一
四
）「
Ⅲ　

漢
字
の
文
化　

６　

漢
字
の
面
白
さ
に

触
れ
る　

一
画
加
え
て
新
し
い
漢
字
を
作
る
」、
谷
和
樹
・
三
浦
宏
和

編
『
向
山
型
国
語
授
業
の
指
導
ス
キ
ル
＆
パ
ー
ツ
活
用
事
典　

１　

漢

字
の
効
果
的
な
指
導
ス
キ
ル
＆
パ
ー
ツ
活
用
事
典
』、
明
治
図
書
、

八
六
〜
八
七
頁

鳴
門
教
育
大
学
教
科
内
容
学
研
究
会
（
二
〇
一
六
）『
教
科
内
容
学
に
基

づ
く
小
学
校
教
科
専
門
科
目
テ
キ
ス
ト　

国
語
』、
教
育
印
刷
（
徳
島
）

ビ
ュ
ー
ラ
ー
（
一
九
三
四
／
一
九
八
三
）『
言
語
理
論　

言
語
の
叙
述
機

能
（
上
巻
）』、
脇
坂
豊
他
訳
、
ク
ロ
ノ
ス

向
山
洋
一
（
二
〇
〇
二
）『
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集　

35　

子

ど
も
が
熱
中
す
る
向
山
型
漢
字
・
言
語
指
導
』、
明
治
図
書

山
口
喜
一
郎
（
一
九
五
二
）『
話
す
こ
と
の
教
育
』、
習
文
社

産
経Square

「
第
八
回　

創
作
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
」

　
（http://w

w
w
.sankeisquare.com

/event/kanjicontest_8th/
index.htm

l　

最
終
閲
覧
日
：
平
成
二
九
年
六
月
二
九
日
）

T
O
SS

ラ
ン
ド
（N

o:1115136

）「
向
山
実
践
「
漢
字
文
化
の
授
業
」
で

保
護
者
を
巻
き
込
む
授
業
参
観
を
！
一
画
加
え
て
新
し
い
字
を
作
る
」、

（http://w
w
w
.tos-land.net/teaching_plan/contents/2957　

最

終
閲
覧
日
：
平
成
二
九
年
六
月
二
九
日
）

（
い
く
た　

し
ん
じ
・
本
学
教
員
）

（
む
ら
い　

ま
り
こ
・
本
学
教
員
）

（
た
な
か　

だ
い
き
・
本
学
教
員
）

（
く
ろ
だ　

し
ゅ
ん
た
ろ
う
・
本
学
教
員
）

（
こ
じ
ま　

あ
き
こ
・
本
学
教
員
）

（
は
ら　

た
く
じ
・
本
学
教
員
）

（
よ
ご
う　

ゆ
う
じ
・
本
学
教
員
）
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